
鉢盛中学校の部活動地域移行について

● 鉢盛中学校における地域移行の方針

鉢盛中学校では、令和６年２月に松本市が策定した「松本市部活動地域移行推進計画」

に準じて、令和７年度末までに休日部活動を、令和８年度には平日部活動も段階的に移行

することを目指して取り組みます。

① 部活動の役割を地域社会に移行し、生徒が自分の意思で活動に参加できるよう、地

域全体でスポーツや文化活動の環境整備を進めます。

② 地域クラブの指導者に資格取得を促し、安全配慮やハラスメント防止の研修を行い

ます。

③ 地域クラブの参加費は適正な金額の設定を促し、就学援助世帯には助成を行います。

④ 活動中のトラブルは地域クラブが対応し、解決が難しい場合は法的機関や行政と連

携します。

⑤ 部活動の地域移行で教師の負担を減らし、授業や学校改革に集中できる環境を整え

ます。

● 移行スケジュール

年
度

令和６年 令和７年 令和８年 令和９年以降

改革推進期間 地域クラブ活動の充実

国
休日移行における地域の環境整備を着実に推進
【地域クラブ活動への移行に向けた実証事業】

ガイドラインを見直し、更なる支援方策を検討
【具体的な支援策は未定】

県
休日移行期

地域の実情に応じて、新たな地域クラブ活動の環境を整備

松
本
市

将来的に、すべての
学校部活動を地域ク

ラブ活動に移行

休日移行期 平日移行期 活動充実期

60クラブの立ち上げ
を目標に地域クラブ
活動の実施と各種支
援策が進め、平日移
行や山間校・文化部
の地域クラブ化に向

けた課題を検討

100クラブの立ち上げ
を目標に地域クラブ
活動を実施。各種支
援策を進め、年度末
までに休日の部活動
を終了し、種目別・
地域別の移行状況を
把握し対応策を検討

移行準備期

140クラブの立ち上げ
を目標に地域クラブ
活動を実施。各種支
援策を進め、年度末
までに平日の部活動
を原則終了し、国の
財政支援を活用した
支援策を検討・実施

地域クラブ活動の監
督指導を行い、指導
者研修など質の向上
に向けた支援策を継
続。また、国の財政
支援を活用した支援

策を検討・実施



中３

中２ 中３

中１ 中２ 中３

中１ 中２

   ・ 部活動（ 休日 ・ 平日 ）

   ・ 地域クラブなど

   ・ 部活動（ 休日 ・ 平日 ）

   ・ 地域クラブなど

・ 部活動（ 平日 ）

・ 地域クラブなど

   ・ 部活動（ 休日 ・ 平日 ）

   ・ 地域クラブなど

中２

中１

小 ６

小 ５

年

度

令和6年

（ 現在の学年）
令和7年 令和8年 令和9年以降

地域クラブなど部活動＆地域クラブなど

・ 部活動（ 平日 ）

・ 地域クラブなど
・ 地域クラブなど

・ 部活動（ 平日 ）

・ 地域クラブなど
・ 地域クラブなど

中２

中１

小 ６

小 ５

留意事項

・ 上記スケジュールはあく までも目安であり 、 各学校や地域の状況、 部活動の種目等によって

　 異なり ます。

・ 中体連の大会参加が認可されていないクラブもあり ますので、 地域クラブの選択にあたって

　 は、 クラブ団体に確認した上で選択することをお勧めします。

小 ４

・ 地域クラブなど

中１

小 ４
入学時、 すでに部活動はあり ませんので、 地域クラブなどの活動に参加するか、 自分の時

間を有効活用するかを選択できます。

移

行
過

渡

期

平日移行完了休日移行完了

現在所属し ている部活動で平日と 休日に活動できます。 地域クラブなどの活動を選択する

こと もできます。

中２ まで現在所属している部活動で平日と休日に活動できます。 中３ になると部活動は平日

のみの活動となり ます。 そのため、 休日は地域クラブなどの活動に参加となり ますが、 地域

クラブに入らないで、 自分の時間を有効活用すること もできます。

入学時、 部活動に所属した場合、 中２ になると部活動は平日のみの活動となり ます。 その

ため、 休日は地域クラブなどの活動に参加するか、 自分の時間を有効活用するかを選択で

きます。 また、 入学時から部活動に入らずに、 地域クラブを選択すること もできます。

入学時、 部活動は平日のみの活動になり ますので、 休日は地域クラブなどの活動に参加する

か、 自分の時間を有効活用するかを選択できます。

また、 入学時から部活動に入らずに、 地域クラブを選択すること もできます。

学年別にみる地域移行 のスケジュール

学年ごとの移行スケジュールを教えてく ださい。
どのタイミ ングで地域クラブへの参加を考えたらよいか、 わかり ません。

現在の学年

各学年の移行スケジュールを作成いたしました。 参考にしていただければと思います。



● 部活動と地域クラブの比較

部活動 地域クラブ活動 鉢中クラブ

運営主体 鉢盛中学校 民間団体 鉢盛中学校組合

指導者
教員

部活指導員
地域の指導者

外部指導者
希望する教員

参加者 鉢盛中学校の生徒 市村内の小中高生・社会人 市村内の中学生

活動場所 学校施設 社会体育施設・公民館 学校施設

費用負担 部費（実費相当） 月会費等
（3,000円～10,000円程度）

月会費（定額）

保険
日本スポーツ振興
センター災害共済

スポーツ安全保険他 スポーツ安全保険

● 令和６年度実施の支援策

１ 補助金

⑴ 地域クラブ創設支援補助金

地域クラブの立ち上げに必要な諸費用を補助するもの。

１年目は上限１０万円、２年目は上限５万円の計２年間支給され、

２年以内に自立運営できるようにすることが目的。

⑵ 地域クラブ活動参加者支援補助金

就学援助受給世帯を対象に、地域クラブ活動への参加費を補助するもの。

年間の上限は２４，０００円で、生活困窮世帯が資金面でクラブ活動への

参加を諦めないようにすることが目的。

⑶ 公認スポーツ指導者資格取得補助金

指導者の資格取得を支援し、質・量の確保を推進するもの。資格取得費用

の１／２（上限２万円）、資格の登録料（上限２，５００円）を補助。市

内を拠点として活動している地域クラブの指導者であることが交付要件。

２ その他

(1) 地域移行サポートデスクの開設 地域移行に関する相談窓口を開設。

(2) 指導者研修 ４種目のプロクラブのコーチ等を講師に指導者研修会を開催。

「コンプライアンス等の研修」4回/年、「技術指導の研修」4回/年を実施。

朝日村では令和７年度から
各支援を実施予定です。



鉢中クラブ

鉢盛中学校

吹
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・現在の部活動＋αを地域クラブ化するもの
・指導者は外部指導者＋兼職兼業教職員など
・地域移行が難しいと思われる種目を中心に検討
・移送費の負担や移動に要する時間的ロスがない

地域主体・民間主体クラブ

社会体育施設・公民館

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

剣

道

ラ
グ
ビ
ー

・これまで部活動にはなかった種目が体験できる
・指導者は地域指導者＋兼職兼業教職員など
・山形村・朝日村は社会体育施設が充実している
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● 地域クラブ連絡事務局（仮称）を中心とした体制構築イメージ（案） 【別紙】

人材紹介

地域指導者

指導者

兼職兼業教職員

教員を目指す大学生

元アスリート

調整機関

地域クラブ連絡事務局（仮称）

総括コーディネーター

実施団体

参加・月謝参加月謝の支払い

領収書発行

活動状況・実態把握

指導者相談・運営相談等

運営費の支払い

松本市・山形村・朝日村組合

地域移行の推進

鉢盛中学校

生徒への周知

兼職兼業教職員の届出

業務委託

指導者
募集情報

応募・面接

学校施設の管理

地域クラブ一覧表の作成

クラブへの
助言指導

指導者
研 修

研修実施情
報
共

有

社会人

市村内の中学生 市村内の小・中・高生


